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知られていない「発達障害」の実態知られていない「発達障害」の実態
　2010年 1月、栃木県の地方紙「下　2010年 1月、栃木県の地方紙「下
野新聞」紙上に連載開始された企画タ野新聞」紙上に連載開始された企画タ
イトルは「あなたの隣に 発達障害と
向き合う」。本書『ルポ・発達障害』は
この連載企画に加筆訂正を行い、発達
障害のスペシャリストによる書き下ろ
し原稿を加え書籍化したものである。
　最近よく耳にする「発達障害」。知
的障害のない脳機能障害の総称だ。「見
えない障害」とも言われる自閉症やア
スペルガー症候群、学習障害（LD）、
注意欠陥多動性障害（ADHD）などの「発
達障害」とは何なのか、おぼろげに概
念はあっても実態は知らないという人
が大半なのではないだろうか。
　連載記事は、基本的に栃木県内の当
事者とその家族を取材し、顔写真と実
名が掲載された。当事者とその家族の
みならず、家庭、教育関係者、医療関
係者、それぞれの現場で誰もが直面す
る可能性がある「発達障害の現実」を
丁寧に追ったルポルタージュだ。

書籍化で県外の読者にも届けたい書籍化で県外の読者にも届けたい
　下野新聞は発行部数約３２万部、栃　下野新聞は発行部数約３２万部、栃
木県全世帯のおよそ半数弱が購読する木県全世帯のおよそ半数弱が購読する
新聞だ。栃木県のような保守的なロー
カル地区において、ただでさえ「新聞
に載る」ということに対し抵抗感やア
レルギーを感じる人は多い。新聞に掲
載され、障害特性や苦い体験が明らか
になることで、事態が好転し周囲が理
解してくれるとは限らない。いや、か
えって色眼鏡で見られ、望まない辛い
経験をする可能性も高まる。
　しかし、だからこそ、そういった事
柄を乗り越えて掲載された記事を一読

分ではないとも思った。なぜなら新聞
記者は「発達障害」の専門家ではない
から。良い意味で「一般の人」「素人」
だからこそ「共感」はあるが、「プロ」
の人間の持つ専門性がないことには、
取材班が提言した「発達障害をオープ
ンにできる社会」の実現のための第1
歩を踏み出す方向性を示唆してはくれ
ないからだ。

「科学ジャーナリスト大賞」受賞も書「科学ジャーナリスト大賞」受賞も書
籍化の後押しに籍化の後押しに
　書籍化にあたり、編集記者が執筆　書籍化にあたり、編集記者が執筆
にあたって相談していた専門家３人を
ピックアップしてもらった。幸運なこ
とに地元には全国レベルの研究者がい
た。宇都宮大学教育学部の梅永雄二教
授、白 大学教育学部教授で東北大学
名誉教授の仁平義明教授、臨床心理士
で栃木県教育研究所の山岡祥子先生。
３人の専門家にそれぞれの立場で書
き下ろしていただいた寄稿文を収録し
た。これにより、取材・連載部分との
間で互いに補完しあう形となり、一層
本書の内容に深みを与えたのではない
かと考える。また、日本科学技術ジャ
ーナリスト会議が主催する2012年の
「科学ジャーナリスト大賞」を受賞し
たことも書籍化に対する後押しをして
くれた。

好調な販売部数、スタッフにも自信好調な販売部数、スタッフにも自信
　結果は 12年 7月 31日初版発行で　結果は 12年 7月 31日初版発行で
現在３刷目。トータルの印刷部数は現在３刷目。トータルの印刷部数は
5000 部で小社在庫数がおよそ 1000
部ほどだ。大手出版社発行のものに比
べると、何ともちんまりとした数字だ
が、下野クラスの地方紙の出版物で「グ
ルメ」「観光」以外でこのような部数
を出せるというのは非常にまれなこと
だ。そういう意味では編集局の記者だ
けでなく出版部のスタッフにも自信の
ようなものがついたと感じる。タイム
リーなテーマを丁寧に編集すればきち

者として読みながら、軽い興奮をおぼ
えずにはいられなかった。そこには確
かに「見えない障害」を持つ人のリア
ルがあり、うかつに触れると気付かな
いうちに真っ赤な血が流れているよう
な生々しさがある。３年ぶり３度目の
出版部配属となった私は、「この連載
を本にしたい」と感じた。書籍にする
ことによって、下野新聞を購読し連載
記事を読むことが難しい県外の「発達
障害」に関心を持つ読者にも届けるこ
とができるだろうとも考えた。
　また、口幅ったいようだが、書籍と
なって市場に流通し、反響が来ること
で編集局の記者のモチベーションも上
がり、新聞紙面にもいい影響がでるの
ではないかとも。
　一方で新聞記者の見聞だけでは十
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んと読者に届くということに改めて気
付くことができた。
　書店でなるべく長い期間、補充をし
てもらうために「下野新聞新書」のシ
リーズ６として刊行することとした。
定価は本体価格1000円＋税に設定し、
小社の出版物としては低価格に抑え
た。また、新聞社発行のメリットを最
大限活用し、日本各地の地方紙の編集
局長あてに書影と紹介文を小社の編集
局長名で発送した。
　その結果、多くの社に読書のページ
や文化面、教育面などに掲載していた
だいた。
　また、雑誌「ダ・ヴィンチ」のウェ
ブ版などでも取り上げられ、全国各地
の書店からの引き合いがあった。あり

新刊ダイジェスト ※価格は総額（税込）表示です。

　星地名とは何か？　それは著者が星にまつわる
地名の分布から見出したもの。縄文人は山々を結
んだ線の中心に道しるべを置き、そこに星にまつ
わる地名を名づけた。それが星地名。それは次第
に音を変化させ、現在に伝わっている。星野・星
田などは言うに及ばず、細野・金田一といった
地名も星地名だという。そしてそこには縄文の遺
跡や神社などがあることが多いという共通点もあ

る。そして昨年の東日本大震災においても、津波
の浸水範囲をみると星地名はことごとく浸水を免
れていた。著者は今こそ星地名に込められた縄文
の知恵を生かす時であると主張する。また東北の
星地名の土地を巡る手引きともなる。
◆1890円・Ａ５判・191頁・無明舎出版・秋田・
2012/8刊・ISBN978-4-89544-568-9

『星地名　－縄文の知恵と東北大震災』●森下年晃著

　明治以降の日本文学を真正面からとらえて堂々
と論ずる文芸評論家・梶木の没後2冊目の評論
集である。今回は、自然主義文学、転向論、性表現、
『北越雪譜』、短歌、稲作起源論ほか身辺雑記など
広範囲なジャンル29篇を収載する。なかでも、
柳田國男や折口信夫の民俗学に強い関心を寄せる
梶木は、西日本の基本的な林である照葉樹林とい
う概念を紹介し、なぜか東日本の東北地方にも神

木としての椿とタブノキ（いずれも照葉樹）がセッ
トで各地の海岸地帯に群生している様を確める紀
行を載せている。なお、ウーマン・リブやシング
ル・ライフなどの女性論をとり上げて、向きになっ
て反論しているところが少々おかしくも、本書に
彩りを添えている。
◆3150円・四六判・367頁・深夜叢書社・東京・
2012/8刊・ISBN978-4-88032-402-9

『文学的思考の振幅』●梶木　剛著

がたいことである。

偏見や排除のない社会に偏見や排除のない社会に
　編集時、「発達障害」の現状につい　編集時、「発達障害」の現状につい
て独自に調べたところ、文部科学省が
行った「通常教育における発達障害の
子どもの在籍率」という調査では、発
達障害傾向を持つ子どもが通常学級に
２～３人、約６．７％はいる計算にな
る（グレーゾーンを含めると２０％程
度いるのではないかという専門家の指
摘もある）という。それなのに視聴覚
障害や身体障害など比較的「見てわか
る」ものとは異なり「見えにくい」か
らこそ生じることがたくさんある。
　また、寄稿頂いた３人のスペシャリ
ストの見解もそれぞれに差異があり、

将来「発達障害」が特別なものではな
く、日常のありふれた風景の1つにな
るのか、今のところは何とも言えない。
しかし、取材対象者から「どんな障害
でも、傷つきながら行動する先駆者が
いて理解が進む」という言葉を受けた
記者が「自分がその立場なら、先駆者
になる勇気はあるだろうか」と自問し、
「偏見や排除のない社会になることを
願う」と自分なりの答えを見い出して
いるように、この『ルポ・発達障害－
あなたの隣に』を読んだ人が１人でも
多く「発達障害」に対する理解を深め
ていただければこんなに幸せなことは
ない。
（しまだかずお／下野新聞社事業出版
部課長）

　東電福島第一原発事故が沿岸漁業に与えた打撃
は誰もが知るところだ。だが、事故から１年、淡
水魚のヤマメから体重１キロ当たり18700ベク
レルという海産魚ですら見られなかった高濃度セ
シウムが計測されたとの報告に言葉を失う。しか
も、これに近い値は既にチェルノブイリ原発事故
後にノルウェーのマスで計測されていた。さらに
それ以前、米、ソ、英、仏の核実験は北半球全域

に及ぶ淡水魚被害をもたらし、多くの研究もされ
ていたのだという。わが国の川と湖で起きている
深刻な事態、著しい対応の遅れ。これからどう魚
と付き合い続けるのか。即ちそれは原発をどうす
るのかの問題であると問いかける。
◆1200円・Ａ５判・104頁・フライの雑誌社・東京・
2012/9刊・ISBN978-4-939003-52-3

『淡水魚の放射能　－川と湖の魚たちにいま何が起きているのか』●水口憲哉著
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　“嬉しいに付け、悲しいに付け思い出されるの
は君の事ばかりです”終戦一年前に突然召集され
た著者は産後間もない妻に118通の手紙を送り
続けた。両親の没後に手紙を見つけた長女は二人
の戦争体験を残そうと考えた。本書は愛知から広
島の陸軍船舶暁部隊に入営した著者の手紙を全文
掲載。妻子に対する愛情が伝わる一方で「レ」や
「レカ」などが暗号のように使われている。連絡

艇を略したと見られ、爆雷を積んで敵艦に奇襲を
仕掛ける特攻隊を指しており、当時の軍隊生活を
知る上でも貴重である。タイトルは最後の手紙の
中から引用されたもの。長女の手記も前後に挟ま
れ、戦中戦後を生き抜いた夫婦の姿が胸を打つ。
◆1575円・Ａ５判・256頁・これから出版・愛
知・2012/8刊・ISBN978-4-903988-04-7

『明日からは百姓になります　－海の特攻兵の恋文』●小笠原久雄著　小笠原美奈子／水谷眞理編

　田中正造 (1841-1913)没後100年を記念して、
その波瀾万丈な生涯がまんがとなって刊行され
た。足尾銅山 (栃木県 )から排出された鉱毒は渡
良瀬川（わたらせ川）を死の川に変え、その流域
一帯の農作物に甚大な被害を与え、人々の生活を
どん底に陥れた。国はその解決策として谷中村の
村民をすべて立ち退かせ、そのあとを渡良瀬遊水
地とした。これら一連の足尾鉱毒事件に対し、田

中正造は農民を組織し、わが国初ともいうべき公
害反対運動を起こして献身したが果たせず、国会
議員の職を辞して天皇に「直訴」した有名なエピ
ソードもある。「真の文明は山を荒らさず、川を
荒らさず村を破らず人を殺さざるべし」という田
中正造の遺した言葉は現代に生きる。
◆1260円・Ａ５判・239頁・下野新聞社・栃木・
2012/9刊・ISBN978-4-88286-491-2

『まんが　田中正造　－渡良瀬に生きる』●水樹涼子・原作　文星芸術大学・まんが

ジャンル別
新刊案内

2012 年 10 月 1日～ 31 日
流通センター着

※各ジャンル内での出版社名は
所在地の北から南の順に並んでいます。 価格は総額（税込）表示です。

流通センター

◆ＡＸＩＳ　Ｖｏｌ．１６０　石橋　勝
利編　Ａ５　128頁　１８００円　ア
クシス　［東京］　978-4-503-19687-3　
12/12
◆山岳修験　第５０号　日本山岳修験学◆山岳修験　第５０号　日本山岳修験学◆山岳修験
会編　Ｂ５　115頁　２９４０円　岩
田書院　［東京］　978-4-503-19615-6　
12/08
◆女性と経験　第３７号　女性民俗学研◆女性と経験　第３７号　女性民俗学研◆女性と経験
究会編　Ｂ５　104頁　２１００円　岩
田書院　［東京］　978-4-503-19680-4　
12/10
◆地方史研究　第３５９号　地方史研究◆地方史研究　第３５９号　地方史研究◆地方史研究
協議会編　Ａ５　152頁　１２００円　
岩田書院　［東京］　978-4-87294-959-9
　12/10
◆御影史学論集　３７　酒向　信行編　◆御影史学論集　３７　酒向　信行編　◆御影史学論集
Ｂ５　111頁　２１００円　岩田書院　
［東京］　978-4-503-19679-8　12/10
◆ＨＯＴ　ＣＨＩＬＩ　ＰＡＰＥＲ
Ｖｏｌ．７３　ＨＯＴ　ＣＨＩＬＩ　
ＰＡＰＥＲ編集部編　Ａ４　120頁　
１５００円　エイチ・シー・ピー　［東京］
　978-4-906813-03-2　12/11
◆仏事　Ｎｏ．１４５　清水　祐孝編　◆仏事　Ｎｏ．１４５　清水　祐孝編　◆仏事
Ａ４　96頁　１５７５円　鎌倉新書　
［東京］　978-4-503-19616-3　12/10
◆仏事　Ｎｏ．１４６　清水　祐孝編　◆仏事　Ｎｏ．１４６　清水　祐孝編　◆仏事
Ａ４　112頁　１５７５円　鎌倉新書　
［東京］　978-4-503-19688-0　12/11
◆Ｑｕｉｐ　ｖｏｌ．６９　Ｑｕｉｐ

【雑誌】

◆季刊　メタポゾン　第７号　鈴木　康◆季刊　メタポゾン　第７号　鈴木　康◆季刊　メタポゾン
之編　Ａ５　272頁　２１００円　寿
郎社　［北海道］　978-4-902269-54-3　
12/10
◆あおもり草子　Ｎｏ．２１２　佐◆あおもり草子　Ｎｏ．２１２　佐◆あおもり草子
藤　史隆編　Ａ４　48頁　６００
円　企画集団ぷりずむ　［青森］　
978-4-503-19622-4　12/10
◆ＧＲＥＥＮ　ＲＥＰＯＲＴ　３９４
　 廣 瀬　 仁 編　 Ａ ４　192 頁　
２８００円　地域環境ネット　［埼玉］　
978-4-905457-26-8　12/10
◆はっぴーママ東京ベイ・千葉版
Ｎｏ．４９　湊　美紀枝編　Ａ４　
95頁　４８０円　明光企画　［千葉］　
978-4-503-19683-5　12/10

◆子どもと昔話　Ｎｏ．５３　小澤昔◆子どもと昔話　Ｎｏ．５３　小澤昔◆子どもと昔話
ばなし研究所編　Ａ５　79頁　８３０
円　小澤昔ばなし研究所　［神奈川］　
978-4-902875-51-5　12/10
◆子どもと読書　３９６号　親子読書◆子どもと読書　３９６号　親子読書◆子どもと読書
地域文庫全国連絡会編　Ａ５　40頁　
５５０円　親子読書地域文庫全国連絡会
　［神奈川］　978-4-900910-96-6　12/10
◆かまくら春秋　Ｎｏ．５１１　田村　◆かまくら春秋　Ｎｏ．５１１　田村　◆かまくら春秋
朗編　Ｂ６　90頁　２９０円　かまくら
春秋社　［神奈川］　978-4-7740-0576-8
　12/11
◆星座　歌とことば　Ｎｏ．６３　伊藤◆星座　歌とことば　Ｎｏ．６３　伊藤◆星座　歌とことば
　玄二郎編　Ａ５　155頁　１０５０
円　かまくら春秋社　［神奈川］　
978-4-7740-0573-7　12/10
◆道　Ｎｏ．１７４　木村　郁子編　Ａ◆道　Ｎｏ．１７４　木村　郁子編　Ａ◆道
４　78頁　１２００円　どう出版　［神
奈川］　978-4-904464-41-0　12/10
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［出荷センター扱い］※税込み価格

郵便販売のご注文方法

地
方
・
小
出
版
物
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デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
綴
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

(1)『新宿、わたしの解放区』2625円・寿郎社　(2)『うれしいさん　かなしいさん』
1050円・東京子ども図書館　(3)『樹滴』2100円・深夜叢書社　(4)『パターン認識
と機械学習の学習』1050円・暗黒通信団　(5)『大人が楽しい　紙ペンゲーム３０選』
1470円・スモール出版　(6)『１００人の母たち』1890円・南方新社　(7)『ベターホー
ムのお料理一年生』1470円・ベターホーム出版局　(8)『ブルムカの日記』2625円・
石風社　(9)『うつと生』2100円・やどかり出版　(10)『伊藤野枝と代準介』2205円・
弦書房　(11)『落語で大往生』1785円・興山舎　(12)『絵本の庭へ』3780円・東京
子ども図書館　(13)『わが家の虫図鑑』2940円・トンボ出版

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３～４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が5,000円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページでも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
本と出版流通のページ：http://neil.chips.jp/

ト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店４Ｆ̶センター扱い図書］※税込み価格

［ジュンク堂書店池袋店地方出版社の本̶センター扱い図書］※税込価格

(1)『東京かわら版　１１月号』420円・東京かわら版　(2)『古本の雑誌』1680円・
本の雑誌社　(3)『学問の開拓』1260円・ハーベスト出版　(4)『円周率１００万桁
表』330円・暗黒通信団　(5)『フリースタイル　２０』932円・フリースタイル　(6)
『時代を駆ける新島八重』1260円・歴史春秋社　(7)『新宿、わたしの解放区』2625
円・寿郎社　(8)『阿波三好氏』5040円・岩田書院　(9)『足利尊氏と足利氏の世界』
1890円・随想舎　(10)『素数表１５００００』375円・暗黒通信団

(1)『高尾山・景信山・陣馬山登山詳細図』735円・吉備人出版　(2)『温泉番長ほっ
かいどう　ｂｏｏｋ２』780円・海豹舎　(3)『神々の造形・民俗仮面の系譜』1995円・
鉱脈社　(4)『学問の開拓』1260円・ハーベスト出版　(5)『尖閣諸島』1470円・榕
樹書林　(6)『勝利のうたを歌おう』1680円・ボーダーインク　(7)『源泉かけ流し
の名湯と味めぐり』1500円・幹書房　(8)『ルポ・発達障害　あなたの隣に』1050円・
下野新聞社　(9)『足利尊氏と足利氏の世界』1890円・随想舎　(10)『日下開山　初
代横綱　明石志賀之助』1680円・随想舎　(11)『自然農・栽培の手引き』2100円・
南方新社

売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書
▼2013年のNHK大河ドラマは会津生まれの新
島（旧姓山本）八重を主人公とした『八重の桜』
だそうです。この大河ドラマに向けて、新島八
重に関する本が今年何点か集中して刊行されまし
た。／9月以降立て続けに3点の八重関連本を
刊行したのは、やはり福島の歴史春秋社。『幕末
のジャンヌ・ダルク　新島八重の生涯』（吉村康
著1680円）は、史実重視の伝記物語。著者によ
るとこれまで八重には伝記の類がなく、史実を辿
るのにたいへん苦労されたとのこと。／『時代を
駆ける　新島八重』（野口信一・小林弘和著1260
円）は、写真や図版等資料を中心とした歴史読本。
『八重の桜』製作で脚光を浴びたことで最近新た
な史実も発見されたとのこと。／『歴史春秋社児
童文庫　新島八重』（鶴賀イチ・文　紺野ヒデヒ
ロ・画1050円）は子ども向けに書かれた伝記物
語。／もう1冊は新規加入出版社の雑賀編集工房
刊『牧師婦人　新島八重』（雑賀信行著1470円）で、
これはキリスト教信仰という視点から描かれた評
伝。／ＮＨＫ大河ドラマは、昨年で50作目を迎
えたそうですが、それと関連してか、舞台となっ
た地域とドラマの関連を考察した本が２冊刊行さ
れています。『地域と語る大河ドラマ・時代劇　
歴史都市彦根からの発信』（大石学・時代考証学
会編2625円）は『江　姫たちの戦国』の舞台と
なった滋賀のサンライズ出版から。『大河ドラマ
と地域文化　「篤姫」や「龍馬伝」と鹿児島』（同
編2625円）は鹿児島の高城書房出版刊。


